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全員解雇の撤回を求めて

（１）

運運輸輸一一般般第第２２菱菱名名分分会会

１９９９年３月１０日

運
輸
一
般
第
２
菱
名
分
会
の

組
合
員
九
名
が
、
二
月
二
五

日
、
会
社
閉
鎖
に
伴
い
全
員
解

雇
通
告
を
受
け
ま
し
た
。

会
社
は
一
月
二
二
日
、
突
然

全
従
業
員
に
企
業
閉
鎖
を
一
方

的
に
通
告
し
、
月
末
ま
で
に
退

職
届
を
提
出
せ
よ
と
迫
り
ま
し

た
。
組
合
は
、
直
ち
に
交
渉
を

申
し
入
れ
、
企
業
閉
鎖
に
至
る

経
過
と
組
合
員
の
雇
用
保
障
を

中
心
に
交
渉
を
継
続
し
て
お
こ

な
い
ま
し
た
が
、
社
長
は
「
万

策
つ
き
た
」
の
一
本
槍
で
、
組

合
が
作
成
し
た
大
幅
な
賃
金
ダ

ウ
ン
を
含
む
会
社
再
建
案
に
つ

い
て
も
、
耳
を
傾
け
よ
う
と
は

し
ま
せ
ん
で
し
た
。

組
合
は
、
こ
の
間
の
交
渉
で

会
社
側
の
態
度
を
変
え
さ
せ
よ

う
と
、
株
主
で
あ
る
宇
部
三
菱

マ
テ
リ
ア
ル
と
平
田
工
業
に
会

社
再
開
の
申
し
入
れ
を
お
こ
な

い
ま
し
た
が
、
両
社
と
も
「
役

員
会
で
決
め
た
こ
と
」
「
社
長

に
ま
か
せ
て
あ
る
」
と
対
応
は

丁
寧
だ
が
、
誠
意
の
な
い
回
答

を
繰
り
返
し
て
い
ま
す
。

会
社
は
、
弁
護
士
を
使
っ
て

私
物
の
撤
去
と
組
合
事
務
所
の

あ
け
渡
し
な
ど
を
要
求
し
て
き

て
い
ま
す
が
、
組
合
は
一
方
的

な
解
雇
通
告
の
撤
回
と
就
労
保

障
を
要
求
し
、
組
合
旗
や
抗
議

の
立
看
板
を
会
社
周
辺
に
建
て

て
頑
張
っ
て
い
ま
す
。
県
下
の

仲
間
の
み
な
さ
ん
の
力
強
い
支

援
を
お
願
い
し
ま
す
。
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雇
用
・
権
利
を
守
ろ
う

愛
知
県
は
昨
年
末
、
財
政
破

綻
を
理
由
に
第
三
次
行
革
大
綱

に
添
っ
て
、
来
年
度
予
算
編
成

で
市
町
村
へ
の
大
幅
な
補
助
金

カ
ッ
ト
の
方
針
を
出
し
ま
し

た
。内

容
は
、
私
学
助
成
、
三
歳

児
未
満
児
の
医
療
無
料
制
度
の

補
助
、
民
間
保
育
所
へ
の
運
営

費
補
助
金
、
障
害
者
作
業
所
へ

の
補
助
金
な
ど
の
カ
ッ
ト
、
介

護
保
険
制
度
発
足
を
前
に
特
別

養
護
老
人
ホ
ー
ム
の
民
営
化
や

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
派
遣
の
補

助
、
県
立
高
校
の
統
廃
合
や
二

五
〇
〇
人
の
教
職
員
削
減
な
ど

福
祉
・
教
育
・
医
療
の
分
野
で

は
軒
並
み
カ
ッ
ト
さ
れ
、
県
民

の
暮
ら
し
に
大
き
な
影
響
を
与

え
ま
す
。

２
・
２５
愛
知
総
行
動
で
は
、

「
補
助
金
カ
ッ
ト
反
対
！
県
民

の
暮
ら
し
・
福
祉
守
れ
」
と
県

と
交
渉
を
し
ま
し
た
。
県
は

「
万
博
・
空
港
は
推
進
、
補
助

金
カ
ッ
ト
は
断
行
」
と
強
弁

し
、
参
加
者
か
ら
怒
の
声
が
あ

が
り
ま
し
た
。

福
保
労
や
自
治
労
連

が
積
極
的
取
り
組
み

福
祉
の
職
場
で
は
、
す
で
に

影
響
が
出
は
じ
め
て
お
り
、
あ

る
保
育
園
で
は
職
員
定
数
の
削

減
が
理
事
会
か
ら
提
案
さ
れ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
県
職
員
の
賃

金
カ
ッ
ト
に
と
も
な
い
民
間
施

設
で
も
、
賃
金
削
減
の
提
案
が

さ
れ
る
な
ど
、
職
員
の
賃
金
・

雇
用
・
労
働
条
件
に
大
打
撃
で

す
。
福
保
労
で
は
、
独
自
に

「
民
間
施
設
へ
の
補
助
金
・
職

員
賃
金
カ
ッ
ト
復
元
に
対
す
る

要
請
署
名
」
を
取
り
組
ん
で
い

ま
す自

治
労
連
は
、
愛
高
教
や
愛

労
連
と
共
同
で
署
名
付
き
チ
ラ

シ
を
一
〇
〇
万
枚
作
成
し
新
聞

（
朝
日
・
毎
日
・
読
売
）
折
り

込
み
を
し
ま
し
た
。

す
で
に
署
名
が
返
送
さ
れ
、

三
月
五
日
現
在
一
六
一
筆
に
及

ん
で
い
ま
す
。
署
名
だ
け
で
な

く
、
生
活
の
苦
し
さ
を
つ
づ
た

手
紙
や
「
も
っ
と
署
名
用
紙
を

送
っ
て
」
の
Ｆ
Ａ
Ｘ
な
ど
、
大

き
な
反
響
を
呼
ん
で
い
ま
す
。

ま
た
県
下
自
治
体
に
郵
送
し

た
ア
ン
ケ
ー
ト
で
も
、
「
お
年

寄
り
や
乳
児
な
ど
弱
者
の
切
り

捨
て
に
つ
な
が
り
か
ね
な
い
」

「
過
疎
対
策
や
福
祉
関
係
予
算

で
町
の
財
政
が
困
難
に
な
る
」

な
ど
の
意
見
も
寄
せ
ら
れ
て
い

ま
す
。

愛
労
連
は
職
場
や
地
域
で
運

動
を
広
げ
、
三
〇
万
署
名
に
取

り
組
み
ま
す
。
ま
た
、
社
保
協

な
ど
他
団
体
と
も
共
同
し
県
民

世
論
を
大
き
く
広
げ
「
暮
ら
し

・
福
祉
の
充
実
を
！
補
助
金
カ

ッ
ト
は
許
さ
な
い
」
の
取
り
組

み
を
強
め
ま
す
。

'９９国民春闘決起集会
・と き ３月１８日�１８：３０～
・ところ 久屋市民広場・終了後デモ

大幅賃上げ、不況打開�
雇用確保・くらし・福祉を守れ�

８
時
間
労
働
守
れ

労働条件改善を求め、団交するユータック分会

２
・
２５
愛
知
総
行
動
で
は
、

く
ら
し
・
福
祉
を
守
ろ
う
と
す
わ
り
こ
ん
だ

神
田
新
知
事
は
、
二
月
議
会
で
、
万
博
・
空
港
は
推

進
す
る
一
方
で
、
県
民
の
く
ら
し
・
福
祉
を
バ
ッ
サ
リ

削
る
第
三
次
行
革
は
前
倒
し
で
す
す
め
る
と
表
明
し
ま

し
た
。
愛
労
連
は
、
暮
ら
し
や
福
祉
の
充
実
こ
そ
県
民

の
願
い
と
９９
国
民
春
闘
要
求
の
柱
と
し
て
、
補
助
金
カ

ッ
ト
反
対
の
運
動
を
と
り
く
ん
で
い
ま
す
。
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ＪＪ
ＭＭ
ＩＩ
ＵＵ
ユユ
ーー
タタ
ッッ
クク
分分
会会

県
は
補
助
金
カ
ッ
ト
す
る
な
�

Ｊ
Ｍ
Ｉ
Ｕ
愛
知
支
部
ユ
ー

タ
ッ
ク
分
会
（
ス
ー
パ
ー
に

ト
レ
イ
な
ど
を
卸
し
て
い
る

食
品
包
装
資
材
の
会
社
で
本

社
は
海
部
郡
飛
島
村
、
従
業

員
は
一
〇
〇
名
）
は
、
二
月

六
日
組
合
を
結
成
し
、
い
ま

労
働
条
件
の
改
善
を
求
め
て

９９
春
闘
を
闘
っ
て
い
ま
す
。

職
場
は
、
気
に
い
ら
な
い

社
員
に
嫌
が
ら
せ
や
仕
事
の

取
り
上
げ
を
お
こ
な
う
な

ど
、
も
の
が
言
え
な
い
専
制

的
な
支
配
が
続
い
て
い
ま
し

た
。
従
業
員
は
、
ほ
と
ん
ど

毎
日
朝
七
時
に
は
出
勤
し
、

資
材
の
積
み
込
み
、
配
送
、

翌
日
の
準
備
な
ど
一
日
の
仕

事
が
終
わ
る
と
午
後
七
時
と

い
う
長
時
間
労
働
で
体
は
く

た
く
た
。
し
か
も
、
残
業
代

は
全
く
支
払
わ
れ
な
い
と
い

う
ひ
ど
い
状
況
で
し
た
。
分

会
長
の
黒
田
さ
ん
は
、
「
こ

ん
な
会
社
や
め
た
く
て
、
い

く
つ
か
面
接
に
行
っ
た
け
ど

こ
の
不
況
下
、
仕
事
が
見
つ

か
ら
ず
、
そ
れ
な
ら
、
こ
こ

を
変
え
る
し
か
な
い
」
と
仲

間
に
働
き
か
け
た
と
組
合
結

成
の
経
過
を
話
し
ま
す
。

三
月
三
日
に
お
こ
な
わ
れ

た
第
二
回
目
の
団
交
で
組
合

は
、
「
就
業
規
則
ど
う
り
」

八
時
間
労
働
を
実
現

せ
よ
、
そ
れ
を
超
え

た
場
合
は
残
業
手
当

を
支
給
せ
よ
の
二
点

で
会
社
側
と
交
渉
し

ま
し
た
。
会
社
側

は
、
今
ま
で
就
業
規

則
を
守
っ
て
な
か
っ

た
こ
と
は
認
め
謝
罪

し
ま
し
た
。
し
か

し
、
「
時
間
内
労
働

に
、
抜
本
的
に
改
め

る
調
査
と
研
究
を
し
た
い
」

と
い
い
な
が
ら
、
組
合
が
主

張
す
る
労
働
時
間
の
管
理
を

タ
イ
ム
カ
ー
で
す
る
こ
と
に

同
意
せ
ず
、
残
業
代
の
支
払

い
に
つ
い
て
も
誠
実
に
答
え

よ
う
と
し
ま
せ
ん
で
し
た
。

団
交
に
参
加
し
た
組
合
員

は
会
社
側
の
態
度
に
怒
り
を

顕
わ
に
し
な
が
ら
「
私
た
ち

の
要
求
は
、
八
時
間
労
働
や

残
業
代
の
支
払
い
、
有
休
保

障
な
ど
労
基
法
に
定
め
ら
れ

た
当
た
り
前
の
権
利
だ
。
必

ず
実
現
す
る
」
と
決
意
を
固

め
て
い
ま
す
。
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組合員必携パンフ

「改悪労基法を職場からふっとばせ
ここがポイント」

（編集：労働法制中央連絡会 発行：学習の友社）
＊就業規則や労働協約の見直しがいま焦点になって
います。とくに、残業時間や休日・深夜労働の
「女子保護」規定の撤廃を理由に、経営側は長時
間残業を男女同一にしようという３６協定の改悪の
動きを強めています。
＊パンフは「『改正』ポイント」「問題点」「どう
対応するか そのポイント」の３部構成からなり
（Ａ５版 １頁目見開き）、簡潔でビジュアルな
もので、全組合員が項目毎あるいは短時間で学習
・討論できるよう編集されています。

市民に「新ガイドライン反対�」を訴えるデモ行進（３月６日）

価価格格１１冊冊１１００００円円・・申申込込みみ 学学習習協協（（００５５２２））８８８８３３――６６９９６６００

１９９９年３月１０日

港
湾
労
働
者
は
戦
争
協
力
し
な
い

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン（
戦
争
協
力
法
）許
す
な

名
古
屋
港
に
は
新
ガ
イ
ド
ラ

イ
ン
の
先
取
り
で
、
一
九
九
八

年
以
降
、
海
上
自
衛
隊
の
護
衛

艦
が
七
月
に
、
八
月
に
は
米
国

海
軍
巡
洋
艦
「
モ
ー
ビ
ル
ベ

イ
」
が
一
〇
年
ぶ
り
に
、
入
港

し
ま
し
た
。

名
古
屋
港
は
、
第
二
次
世
界

大
戦
で
空
襲
や
機
雷
封
鎖
を
受

け
、
港
で
働
き
生
活
す
る
人
た

ち
の
尊
い
命
が
奪
わ
れ
て
き
ま

し
た
。
ま
た
戦
後
で
は
、
朝
鮮

戦
争
や
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
の
時
、

近
く
に
三
菱
航
空
機
や
三
菱
自

動
車
な
ど
の
軍
事
産
業
が
あ
る

た
め
、
後
方
支
援
活
動
と
し

て
、
兵
器
な
ど
の
軍
需
物
資
の

荷
役
作
業
を
港
湾
労
働
者
が
お

こ
な
っ
て
き
ま
し
た
。

こ
の
経
験
か
ら
今
国
会
で
審

議
さ
れ
て
い
る
新
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
法
は
、
ア
メ
リ
カ
の
引
き
起

こ
す
戦
争
に
自
衛
隊
ば
か
り

か
、
自
治
体
や
民
間
人
も
動
員

す
る
仕
組
み
を
作
る
と
い
う
こ

と
で
反
対
し
て
い
ま
す
。

マ
ス
コ
ミ
で
朝
鮮
有
事
を
想

定
し
た
内
容
が
明
ら
か
に
さ

れ
、
民
間
の
港
湾
使
用
に
名
古

屋
港
を
含
め
て
い
る
こ
と
が
わ

か
り
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
を
許
す
な
ら
ば
、

米
軍
に
協
力
し
て
物
資
の
積
み

降
ろ
し
な
ど
港
湾
労
働
者
や
業

者
が
協
力
さ
せ
ら
れ
る
こ
と
に

な
り
ま
す
。

全
国
港
湾
で
は
、
海
員
組
合

と
共
同
し
て
の
署
名
活
動
や
シ

ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
く
こ
と
を
決

め
て
い
ま
す
。

ま
た
、
港
区
民
連
絡
会
、
名

港
労
協
、
港
地
区
労
は
、
二
月

と
三
月
に
署
名
宣
伝
行
動
を
お

こ
な
い
、
２
・
２５
の
港
総
行
動

で
は
、
「
名
古
屋
港
を
軍
事
利

用
す
る
な
！
」
と
名
古
屋
港
管

理
組
合
に
要
請
し
ま
し
た
。

自
民
党
は
一
部
野
党
と
の
修

正
で
今
国
会
で
の
成
立
を
め
ざ

し
て
い
ま
す
が
、
こ
の
危
険
な

内
容
を
も
っ
と
区
民
に
訴
え
て

「
戦
争
法
案
」
を
廃
案
に
さ
せ

る
た
め
、
み
な
と
区
連
絡
会
の

取
り
組
み
を
強
め
て
い
き
た
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
反
対
・
平
和

を
求
め
る
み
な
と
区
民
連
絡
会

事
務
局
長

末
廣
謙
三

愛 労 連
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澄
み
き
っ
た

青
空
の
も
と
、

名
古
屋
と
豊
橋

の
二
カ
所
で
、

「
９９
国
民
春
闘

勝
利
、
愛
知
自

動
車
デ
モ
」
が

お
こ
な
わ
れ
、

合
わ
せ
て
車
両

が
一
八
五
台
、

二
八
〇
名
が
参

加
し
ま
し
た
。
長
引
く
不
況
と

規
制
緩
和
、
大
企
業
の
な
り
ふ

り
構
わ
ぬ
横
暴
は
、
交
通
運
輸

業
界
を
と
ど
め
な
く
危
険
な
方

向
に
向
か
わ
せ
て
い
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
業
界
で
は
、
運
賃

低
下
と
荷
主
メ
ー
カ
ー
の
支
配

強
化
に
よ
り
、
経
営
が
困
難
な

企
業
が
続
出
し
、
賃
金
・
労
働

条
件
、
雇
用
条
件
へ
の
変
更
が

際
限
な
く
繰
り
広
げ
ら
れ
て
い

ま
す
。
た
ま
た
ま
入
手
し
た
大

手
運
送
事
業
者
の
リ
ス
ト
ラ
策

を
み
れ
ば
、
競
い
合
っ
て
労
働

者
の
生
活
破
壊
を
お
こ
な
い
、

下
請
け
事
業
者
に
対
し
て
は
豊

田
の
看
板
方
式
そ
の
も
の
の
契

約
内
容
の
変
更
を
押
し
つ
け
て

い
ま
す
。

分
刻
み
の
契
約
・
管
理
は
、

い
っ
さ
い
の
余
裕
や
予
備
時
間

を
削
除
し
、
こ
れ
ま
で
と
同
じ

業
務
を
し
て
も
契
約
時
間
は
短

く
、
給
料
も
安
く
、
同
じ
料
金

を
も
ら
お
う
と
す
る
と
長
時
間

労
働
に
な
ら
ざ
る
得
な
い
仕
組

み
に
な
っ
て
い
ま
す
。
長
時
間

・
過
密
労
働
が
横
行
す
る
中
、

交
通
事
故
は
増
え
続
け
て
い
ま

す
。
ま
さ
に
安
全
と
雇
用
が
脅

か
さ
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
タ
ク
シ
ー
業
界
で

は
、
極
端
に
乗
客
が
減
っ
て
お

り
、
客
待
ち
の
長
い
行
列
が
駅

や
繁
華
街
、
病
院
周
辺
な
ど
で

目
立
っ
て
い
ま
す
。
乗
客
の
減

少
は
、
直
接
賃
金
と
な
っ
て
タ

ク
シ
ー
ド
ラ
イ
バ
ー
の
生
活
を

直
撃
し
、
月
収
二
十
万
未
満
の

労
働
者
が
急
増
し
て
い
ま
す
。

そ
の
う
え
、
政
府
は
、
タ
ク
シ

ー
の
料
金
規
制
の
撤
廃
、
新
規

事
業
者
へ
の
参
入
自
由
化
を
図

ろ
う
と
し
て
い
ま
す
。

交
通
運
輸
関
係
に
働
く
労
働

者
は
、
国
民
の
い
の
ち
と
財
産

を
運
ぶ
大
切
な
仕
事
を
担
っ
て

い
ま
す
が
、
市
場
原
理
利
益
優

先
政
策
は
、
事
故
の
多
発
や
国

民
の
財
産
と
い
の
ち
を
危
険
に

さ
ら
し
て
い
ま
す
。

自
動
車
デ
モ
を
新
た
な
出
発

点
と
し
て
、
９９
国
民
春
闘
を
職

場
か
ら
大
い
に
た
た
か
っ
て
い

き
ま
す
。

２２
・・
２２１１
愛愛
労労
連連
交交
運運
部部
会会
がが
自自
動動
車車
デデ
モモ

安
心
し
て
く
ら
せ
る

年
金
制
度
は
、
憲
法

に
保
障
さ
れ
た
権
利

会場は名城公園
愛知県中央メーデー

年金制度改悪案骨子

規
制
緩
和
反
対
�
生
活
守
れ
�

第７０回

第７２号 （２）

一一
、、
基基
礎礎
年年
金金
にに
つつ
いい
てて
はは
、、
二二
〇〇
〇〇
四四
年年
まま
でで
にに

国国
庫庫
負負
担担
率率
をを
二二
分分
のの
一一
にに
引引
きき
上上
げげ
。。
当当
面面
国国

民民
年年
金金
、、
厚厚
生生
年年
金金
保保
険険
料料
はは
据据
ええ
置置
きき

一一
、、
二二
〇〇
一一
三三
年年
かか
らら
厚厚
生生
年年
金金
のの
報報
酬酬
比比
例例
部部
分分

のの
支支
給給
開開
始始
年年
齢齢
をを
段段
階階
的的
にに
六六
五五
歳歳
にに
引引
上上
げげ

一一
、、
二二
〇〇
〇〇
〇〇
年年
かか
らら
報報
酬酬
比比
例例
部部
分分
のの
給給
付付
水水
準準

をを
五五
％％
引引
きき
下下
げげ

一一
、、
二二
〇〇
〇〇
〇〇
年年
かか
らら
賃賃
金金
スス
ララ
イイ
ドド
のの
停停
止止

一一
、、
二二
〇〇
〇〇
二二
年年
かか
らら
厚厚
生生
年年
金金
のの
在在
職職
老老
齢齢
年年
金金

をを
、、
六六
九九
歳歳
まま
でで
延延
期期

一一
、、
二二
〇〇
〇〇
三三
年年
かか
らら
ボボ
ーー
ナナ
スス
かか
らら
もも
徴徴
収収
すす
るる

総総
報報
酬酬
制制
のの
導導
入入

年
金
シ
リ
ー
ズ
も
今
回
で
終

わ
り
な
の
で
、
先
日
発
表
さ
れ

た
「
年
金
改
悪
案
」
の
こ
と
は

別
の
記
事
に
ゆ
ず
り
、
少
し
根

本
的
な
こ
と
を
訴
え
ま
す
。

近
頃
、
私
た
ち
年
金
者
組
合

の
役
員
が
現
役
の
仲
間
の
年
金

・
社
会
保
障
の
学
習
会
に
参
加

し
て
、
と
て
も
気
に
な
る
の

は
、
年
金
改
悪
の
話
を
聞
い
た

あ
と
「
私
が
年
金
を
も
ら
う
年

齢
に
な
る
頃
に
は
制
度
そ
の
も

の
が
な
く
な
っ
て
い
る
か
も
知

れ
ん
」
と
い
う
、
投
げ
や
り
と

も
、
嘆
き
と
も
受
け
取
れ
る
感

想
が
少
な
か
ら
ず
出
る
こ
と
で

す
。い

ま
、
年
金
を
は
じ
め
と
す

る
社
会
保
障
制
度
改
悪
の
攻
撃

は
た
し
か
に
厳
し
い
も
の
で
す

が
、
だ
か
ら
と
い
っ
て
、
こ
れ

に
屈
伏
し
て
し
ま
う
こ
と
を
想

定
し
て
い
い
の
で
し
ょ
う
か
。

憲
法
二
五
条
は
、
「
健
康
で

文
化
的
な
最
低
限
度
の
生
活
」

を
保
障
し
て
い
ま
す
が
、
そ
の

第
二
項
に
は
「
社
会
福
祉
、
社

会
保
障
及
び
公
衆
衛
生
の
向
上

及
び
増
進
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
」
と
あ
り
ま
す
。
つ
ま

り
憲
法
は
、「
社
会
保
障
」
を
、

第
九
条
の
「
戦
争
放
棄
」
と
同

様
に
、
日
本
国
の
重
要
な
国
是

と
定
め
て
い
る
も
の
で
す
。

も
し
財
源
が
不
足
し
た
と
し

て
も
、
政
府
に
こ
そ
、
「
財
源

を
確
保
し
社
会
保
障
制
度
を
守

る
」
義
務
が
あ
る
の
で
す
。
日

本
の
み
な
ら
ず
、
社
会
保
障
の

確
立
が
民
主
国
家
の
要
件
で
あ

る
こ
と
は
、
い
ま
や
世
界
の
常

識
で
す
。

こ
れ
か
ら
の
日
本
を
担
う
若

い
み
な
さ
ん
に
は
と
り
わ
け
、

「
あ
な
た
の
日
本
を
ど
ん
な
国

に
す
る
か
」
と
い
う
レ
ベ
ル

で
、
こ
の
問
題
を
考
え
て
い
た

だ
き
た
い
と
つ
く
づ
く
思
う
こ

の
頃
で
す
。

年
金
者
組
合

駒
田
伝
雄

答
え
は
ハ

愛
労
連
機
関
紙
新
年
号
の
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド
ク
イ
ズ
に
た
く
さ

ん
の
ご
応
募
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。
厳
正
な
る
抽
選
の

結
果
、
以
下
の
方
が
当
選
さ
れ

ま
し
た
。

当
選
さ
れ
た
方
に
は
、
図
書

券
を
送
付
し
ま
す
。

加
藤
克
己
（
全
法
務
）
、
松
井

静
保
（
郵
産
労
）
、
西
本
康
志

（
東
海
共
同
印
刷
労
組
）
、
佐

溝
暢
子
（
全
通
産
）
、
青
木
章

（
名
古
屋
市
職
労
）
、
平
林
重

信
（
き
ず
な
）
、
仲
野
智
（
福

保
労
）
、
前
田
直
樹
（
名
工
大

生
協
）
、
長
坂
圭
造
（
豊
橋
市

職
労
）
、
丹
羽
恵
美
（
春
日
井

市
職
労
）、
木
下
糸
枝
（
名
古

屋
市
職
労
）
、
鈴
木
始
世
（
建

設
一
般
）
、
枚
田
正
和
（
Ｊ
Ｍ

Ｉ
Ｕ
川
本
労
組
）
、
宇
佐
見
政

英
（
全
運
輸
）
、
吉
村
剛
（
全

運
輸
）
、
蟹
江
吉
弘（
中
水

労
）、
田

中

和

夫
（
愛

高

教
）
、
竹
延
朋
久
（
全
労

働
）
、
堀
江
久
住
夫
（
年
金
者

組
合
）
、
武
田
修
三
（
医
労

連
）
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イイズズ
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